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慰
安
婦
証
言
裏
付
け
せ
ず

石
原
元
副
長
官
が
答
弁

た

。

し

た

と

こ

ろ

、

強

制

性

を

石
原
氏
は
当
時
、
首
相
一訴
え
る
証
言
が
あ
り
、
最

官
邸
の
事
務
方
ト
ッ
プ
と
一終
的
に
「
否
定
で
き
な
い
」

し
て
省
庁
と
の
調
整
を
担
一
と
し
て
認
め
た
と
語
っ

当
。
予
算
委
に
は
野
党
の
一た。

求
め
で
参
考
人
と
し
て
出
一
談
話
の
作
成
過
程
で
韓

席
し
、
調
査
の
経
緯
を
説
一国
政
府
と
表
現
を
調
整
し

明
し
た
。

一た
か
ど
う
か
は
「
意
見
の

日
本
政
府
や
米
国
で
の
一擦
り
合
わ
せ
は
当
然
行
っ

調
査
で
は
、
強
制
的
に
従
一た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
私

事
さ
せ
た
こ
と
を
示
す
一自
身
は
タ
ッ
チ
し
て
い
な

「
客
観
的
デ
ー
タ
は
集
ま
一い
の
で
確
認
で
き
な
い
」

ら
な
か
っ
た
」
と
明
言
。

一と
し
た
。

韓
国
政
府
の
要
請
を
受
け
一
談
話
作
成
の
目
的
に
っ

て
元
慰
安
婦
と
さ
れ
た
尚
一い
て
、
「
過
去
の
問
題
を

人
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
一決
着
さ
せ
、
日
韓
両
国
が

一未
来
志
向
で
進
む
た
め
だ

土
っ
た
」
と
強
調
。
問
題
が

4

一再
燃
し
て
い
る
現
状
を

一
「
当
時
の
日
本
政
府
の
善

一
一
意
が
生
か
さ
れ
て
お
ら

ニ
ず
、
非
常
に
残
念
だ
」
と

語
っ
た
。
日
本
維
新
の
会

の
山
田
宏
氏
へ
の
答
弁
。

河
野
談
話

官
は石
20・ 原

宮霊
衆元

撃震
妻副

長

題員

雲令
ぐ
り従

霊重喜姫君ヲー『ー＿.，..『ー｜日軍

兎盈望院にた弓U 旦堅
衆院予算委で答弁する 軍鶏
石原信雄元官房副畏官 の問

でをわ関明け基て宮 1関
は取れ係ら謂づ三房 9与
なれてのか査い元再 9 と

き雲足寿Eぎ手雲量主語
たういけたな成婦~の性
」な。調。か し の P空間を

皇宮署毒事石三喜ち霊雪
べ気け行実と付にい平た


